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論  文  名 富士川游と近代日本の医療思想―病者の＜癒し＞をめぐって― 
本論文は、日本における近代医療の導入以降、もれおとされがちであった＜人間としての病者の癒し＞
という課題に対し近代医学・医療者自身がどのように取り組んだかを、明治後期から昭和戦時期までを対
象として、思想史的な角度から解明しようとしたものである。 
序論では、１）＜病者の癒し＞の概念の明確化と、２）それが現代にいたる近代以降の日本の医療が抱
えざるを得ない根本的な課題であること、３）同様の問題意識をもった従来の研究とは異なる本論文の視
角と方法、４）とくに富士川游（1865－1940）における「宗教」と「科学」の両立を考察の中心に据える
ことの意義が述べられる。 
続く本論は、＜病者の癒し＞という課題が浮き彫りになった明治後期の医療思想を具体的に検討する第
一部（第一章、第二章）と、その課題に対して本格的に取り組んだ富士川游の医療論（第三章、第四章）、
昭和戦時期の医学論の諸相からこの課題に対する模索の軌跡を跡付ける（第五章）第二部とに分かれる。 
[第一部]第一章では、「病める自我」の存在を発見し、その認識から＜病者の癒し＞を模索した近藤常次
郎（1864－1904）の医療論を、井上円了（1858－1919）の「心理療法論」と比較しながら、身心相関（全
人）的な人間観がこの時代の医療論の共通背景であることを指摘する。第二章では、同じく身心相関的人
間観を共有しながら、治療が医者と病者という人間と人間の関係において成り立つものであるとの認識か
ら、医療における倫理の問題を問うた長尾折三（1866－1936）の医療論が検討される。 
[第二部]第三章では、「宗教」と「科学」の一元論的説明から、「科学」とは異なる「宗教」の意義を認め
る立場へと移行する富士川游の宗教論の変化が、加藤弘之（1836－1916）の「道徳」の進化論的説明にも
とづく「宗教」無用論・方便論への対抗、また仏教学者側からの批判的見解による自説の修正など、同時
代の言説と密接な関係をもっていることを論証する。第四章では、「宗教の心」を倫理のみならず治療にお
いても不可欠とする富士川游の医療論の特質を、治療医学と社会医学の統一として「科学的医学」を構想
していた宮本忍（1911－1987）の批判を通して浮かび上がらせる。第五章では、国策医学的側面もある橋
田邦彦（1882－1945）、久賀路石『医の哲学的考察』（1941）、高山坦三（1906－1988）の医学論を取り上
げ、「科学」と「宗教」「倫理」の関係をめぐる様々な模索の中から、その医療思想史的意義を汲みとろう
とする。 
結論では、＜病者の癒し＞をめぐる医療思想の要点を整理し、その特質を再確認しながら、この課題が
戦後の哲学的「医学概論」へと連なりながらも、医療における「宗教」的意義という面では未完の課題で
あることが展望される。 
本論文は、重要な研究意義をもつ課題の設定にもとづき、明治後期から昭和戦時期という比較的長い期
間の医療をめぐる思想史を、斬新な視角によって、平明かつ精確に描き出すことに成功している。先行研
究との本格的対峙、論点のいっそうの掘り下げ、より広い視野からの考察等の点で、今後の研鑽の余地を
残しているが、本論文の成果が、斯学の発展に寄与するところ大なるものであることは疑問の余地がない。
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
